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論 文 内 容 の 要 旨

〔目 的〕

機 械的人 工 換気療 法の 進歩 によ り呼 吸障 害を持 っ新

生 児 の 救 命 率 は 飛 躍 的 に 向 上 し た
．

し か し 一 方 で
，

機

械的 人工換 気療 法の 普及 は気 管支 肺異 形成 （ＢＰＤ） な

どの 新た な疾患 を生 み出 した、 長 期に 及潔 人工換 気療

法 は 感 染 な どの 機 会 を 増 す ぼ か り で な く
，

こ れ ら ＢＰＤ

な どの疾 患の増 悪因 子と なる ため， 必 要最 小限の 期 間

で 抜 管 す る 方 向 へ 持 っ て 行 く こ とカミ望 ま れ る
．

本 論 文

では， 機械 的人 工換 気療 法 を受け てい る新 生児の 抜管

成功 率の 向上 と挿管 期間 の短 縮を 目的 とし て， 肺 機能

検査 による 新 生児抜 管基 準の 検討 を行っ た．

〔対象 およ び方 法〕

は じ め に，肺 機 能 か ら み た 抜 管 基 準 を 作 成 す る た め，

機械 的人工 換気 療法 を受 けて いる７８例 の児 の静 肺胸郭

コ ン プ ラ イ ア ン ス （Ｃｒｓ）， 気 道 低 抗 （Ｒｒｓ）， 癖 泣 時 肺

活 量 （ＣＶＣ）
，

最 大 呼 気 圧 （ＭＩＰ） 等 を
， ｐａｓｓｉｖｅ 脆 ｗ

ｖｏｌｕｍｅ ｔｅｃｈ恐 軸 ｅ を 中 心 と す る 方 法 を 用 い て 抜 管 前

に測 定した． これ らの結 果よ り肺 機能 から みた抜 管 基

準を 作成 し，機 械的 人工 換気療 法 を受 けてい る２１１例に

おい て抜管 基準 の有 用性 を検 討 した． 次に， 無 呼吸発

作に よ る抜 管 失 敗例 の 多 い 出 生 体重１，５００ｇ 未 満 の児

３４例 に対 し， 気 道閉 塞法 によ り中 枢性 呼吸 機能の 検討

を行 った． こ れらの 結果 か ら申枢 性呼 吸機 能か らみ花

抜 管 基 準 を 作 成 し
， １３８例 の 出 生 体 重１

，
５００ｇ 未 満 の 児

を 対 象 と し て 抜 管 基 準 の 有 用 性 の 検 討 を 行 っ た
．

〔結果〕

抜管 成功 群と 失敗 群の 間の 肺機能 検査 値 で有意 差の

み ら れ た も の は， Ｃｒｓ／ｋｇ（ｐ＜Ｏ，００５） と ＣＶＣ／ｋｇ（ｐ＜

０
，
０５） で あ り

，
① Ｃｒｓ０

．
６ｍ１／ｃｍ Ｈ

．
０／ ㎏ 以 上

，
② ＣＶ Ｃ

１５ｍ１／ｋｇ 以 上 カミ抜 管 の 指 標 に な り 得 る も の と 思 わ れ

た
．

①
，

② の 基 準 を 用 い た 検 討 で は， 出 生 体 重１
，
５００ｇ

以 上の 児 では抜 管成功 率 の向 上と挿 管期 間の 短縮カミ得

られ， 肺機 能検 査を用 いた 抜 管墓準 の有 用性カ§示 され

た 淡
，

出 生 体 重１
，
５００ｇ 未 満 の 児 で は 無 呼 吸 発 作 の た め

に 抜 管 に 失 敗 す る 例 が 多 く 有 用 性 は 示 さ れ な か っ た
．

出生 体重１，５００ｇ 未 満の 児 を 対 象 と した 申 枢 性 呼吸 機

能 検査 で は抜管 成功 群と 失敗 群の間 で有 意差 のみ られ

た も の は ％ ｐｒｏ１ｏｎｇａｔｉｏｎ の み で あ り，
％ ｐｒｏｌｏｎｇａ－

ｔｉ㎝ 牛１０％ 以 上 と い う 基 準カミ抜 管 の 指 標 に な り 得 る も

の と 思 わ れ た
．

出 生 体 重１
，
５００ｇ 未 満 の 児 を 対 象 と し た

検 討 で は， ①， ② の 基 準 に
，

③ ％ ｐｒｏｌ㎝ ｇａｔｉ㎝ 十１０％

以 上と いう 基準 を加 える こと により， 抜 管成 功率 の向

上と挿 管期 間の 短縮 が得 られ， 抜管 基準 の有 用性カミ示

さ れ た
．

〔考察〕

出 生 体 重１
，
５００ｇ 以 上 の 児 で は，

① ＣｒｓＯ．６ｍ１／ｃｍＨ
。

○ 以 上
，

② ＣＶＣ １５㎜１／ｋｇ 以 上 と い う 抜 管 基 準 を 用 い

る こと によ り， 抜管成 功 率の 向上， 挿管 期間 の短 縮が

得 ら れ る も の と 思 わ れ た
．

ま た
，

出 生 体 重五
，
５００ｇ 未 満

の 児 では①， ② という 肺 機能 からみ た抜 管基 準だ けで

な く
，

申 枢 性 呼 吸 機 能 を 評 価 し
，

③ ％ ｐｒｏｌｏ沿ｇ誠ｉ㎝ 十

１０％ 以 上 と い う 基 準 を 加 え る こ と に よ り
，

抜 管 成 功 率
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の 向 上
，

挿 管 期 間 の 短 縮カ§得 ら れ る も の と 思 わ れ た
．

論 文 審 査 の 要 旨

機械 的人 工換 気療 法の 進歩 によ り呼 吸障 害を持 つ新 生児 の救 命率 は策 躍的 に向 上 した． 一 方， 同 療法 の普 及

は気 管支肺 異形 成 （ＢＰＤ） な どの 新た な疾 患を 生み 出した． 同療法 を必 要最 小 隈の期 間で 抜管 する こと が望 ま

れ る
．

従 来
，

抜 管 時 期 の 決 定 は 血 液 労 ス，
胸 部 Ｘ 線 所 見 な ど を 参 考 に， 臨 床 医 の 経 験 と カ ン に よ る と こ ろカ 状

で あ っ た
．

こ れ ら の み で は 抜 管 の 成 否 予 測 淡 困 難 で あ り
，

よ り 客 観 的 な 基 準カミ望 豪 れ て い た
．

本 研 究 で は
，

抜

管成功 率の 向上 と挿 管期 間の 短縮 を目 的と し淀 呼吸 機能検 査 による 新生 児抜 管基 準を 提唱 じ，出 生体 重１，５００ｇ

以 上 の 児 に お い て は 抜 管 成 功 率 の 向 上 と 挿 管 期 間 の 短 縮カ 滞 ら れ る こ と を 実 証 し た
．

豪 た
，

同 体 重１
，
５００ｇ 未 満

の児 では同 基準 のみ では 無呼 吸発 作のた め に抜 管失 敗例カミみ られる こと を経 験 し，反 射性 中枢 性呼 吸機 能を 検

討し，抜 管成 功の 淀め の追 加条 件を 提唱 した．新 生 児にお ける 客観 的抜 管基 準を 提唱 した 価値 ある 論文 である．

主論文公表誌

新 生 児抜管 基準 の検 討

第 １編 肺機 能が ら みた抜 管基 準

第 ２編 無 呼吸発 作の 評価

日 本 小 児 科 学 会 雑 誌 第９８巻 第１０号

１８７７－１８８５頁
，

１８８６－１８９３頁 （平 成 ６ 隼１０月 １ 日

発行） 長 谷川久 弥

副論文公表誌

１） 新生 児 慢 性 肺疾 患 に 対 す る デ キ サ メ タ ゾン 療

法
．

小 児 科 ２８（８）：９７９－９８５（１９８７）長 谷 川 久 弥
，

竹内 豊

２） 呼吸 窮迫 症候群 の薬 物療 法． 周産 期医 １８（８）：

１１１５－１１１８ （１９８８） 長 谷 川 久 弥
，

竹 内 豊

３） 人 工 呼 吸 器 （Ｂｅａｒ Ｍｅｄ１ｃａ１ 杜 製 ＢｅａｒＣ 曲 ＢＰ・

２００１） に よ る 肺 胸 郭 コ ン プ ラ イ ア ン ス 測 定 の 試

み
．

新 生 堀 誌 ２４（４）：８７８－８８１（１９８８） 長 谷 川 久

弥， 竹 内 豊
， 小 林 道 生

， 武 井 治 郎

４） 在宅 人工 換気療 法 を施行 して いる オ ンディ ーヌ

症 候 群 の １ 例
．

新 生 児 誌 ２７（１）：３９２－３９７（王９９１）

長 谷 川 久 弥
，

竹 内 豊
，

喜 囲 善 莉
，

武 井 治 郎
，

橋 本和 広， 橋本 基也， 犬 場美 奈子

５） 新 生 蝿慢性 肺疾 患に 対す る在 宅酸 素療 法． 未熟

児 新 生 兎 誌 ３（１）：９１－９７ （１９９１） 長 谷 川 久 弥
，

竹 内 豊
，

喜 田 善 和
，

武 井 治 郎
，

橋 本 和 広
，

橋

本 基 也， 安 藤 理子

６） ＳＩＤＳ と 新 生 児 期 の 異 常
．

小 児 肉 科 ２４（８）：１１８１－

１１８７ （１９９２） 長 谷 川 久 弥

７） 気管 支フ ァイ バース コー プに よる 新生 児呼 吸器

疾 患 の 診 断 ど 治 療． 周 産 期 医 ２３（４）：

５８５－５９１ （１９９３） 長 谷 川 久 弥
，

竹 内 豊

８） 新 生 児 の 呼 吸 機 能． 未 熟 児 新 生 児 誌 ５（１）：

４１－５８ （１９９３） 長 谷 川 久 弥

９） 新 生 児 慢 性 肺 疾 患 の 予 後
．

ＮＩＣＵ ７（３）：

１８９－１９６ （１９９遂） 畏 谷 川 久 弥
，

竹 内 豊

１０） Ｔ ｈｅ ａｉｒｗ ａｙ ｏｃｃＩ迦ｓ五〇ｎ ｔｅｓｔ ａｓ ａ ｓｃｒｅｅｎｉｎｇ
ｆｏｒ

ｓｕｄｄ㎝ ｉｎｆａ砒 ｄｅａｔｈ ｓｙｎｄｒｏ㎜ｅ （ＳＩＤＳ） （乳 幼

蝿突 然死 症候 群 （ＳＩＤＳ） のス クリ ーニ ン グと じ

て の 気 道 閉 塞 試 験）
．

Ａｃｔａ Ｐｅｄｉ雄 Ｊｐｎ ３６（２）：

３１１－３１２ （１９９４） Ｈａｓｅｇａｗａ Ｈ
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